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イベント概要 

 

[企業名]  アスクル株式会社 

 

[企業 ID]  2678 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2023 年 5 月期 第 3 四半期決算説明（プレゼンテーション） 

 

[決算期]  2023 年度 第 3 四半期 

 

[日程]   2023 年 3 月 15 日 

 

[ページ数]  25 

  

[時間]   15:00 – 15:17 

（合計：17 分、登壇：17 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

   取締役 CFO   玉井 継尋（以下、玉井） 
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登壇 

 

玉井：こんにちは。CFO の玉井です。2023 年 5 月期 3Q 決算のポイントを説明させていただきま

す。 

 

スライド 3 ページ、サマリになります。 

3Q 累計の連結業績は、売上高は過去最高を更新し、営業利益はほぼ計画線の着地となっておりま

す。 

BtoB は感染対策商品の反動減の影響がありましたが、売上高は過去最高かつ計画を上回る進捗と

なっております。営業利益は、原価高騰や ASKUL 東京 DC の償却開始や販促費の増強等により減

益となっておりますが、物流費比率の低減等により、こちらも計画を上回る進捗となっておりま

す。 

LOHACO は、まずは今期黒字化に向けて 3Q 期間で黒字を達成いたしました。足元の売上高はキ

ャンペーン変更等の影響を受けておりますが、今後は BtoB とのシナジーを最大化させて黒字を維

持しつつ、健全な成長をしてまいります。 
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また、通期の利益計画については、売上総利益率の改善や物流費比率のさらなる低減に加えて、未

消化となる先行コストを含めて、コストコントロールにより、十分に達成圏にあると考えておりま

す。 

 

まずは、2023 年 5 月期 3Q の実績について説明いたします。 

スライド 5 ページ、3Q の連結業績になります。 

売上高は前年同期比 105.1%の 3,342 億円となり、もちろん過去最高となっております。 

売上総利益率は原価高騰の影響を受けておりますが、既に 4Q から主力商品の売価改定も実施して

おり、今後は改善を見込んでおります。 

営業利益は減益となりましたが、4Q で新アスクル Web サイトの予算が未消化となることを踏まえ

て、販促費を前倒しで投下したことなどもあり、通期計画はコストコントロール等でしっかり達成

してまいりたいと考えております。 
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スライド 6 ページ、営業利益のウォーターフォールになります。 

期初より説明させていただいているとおり、グラフの右二つでお示ししている BtoB の Web 販促

増強と新アスクル Web サイトならびに ASKUL 東京 DC の立ち上げコストを投下しているのに加

えて、一時的な売上総利益率の低下の影響がありましたが、それらを BtoB の売上拡大と、一箱あ

たりの売上単価向上に伴う物流費比率の低減により吸収し、ほぼ計画どおりの進捗となっておりま

す。 
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スライド 7 ページ、四半期別・事業別の業績推移になります。 

次のスライド以降で、それぞれの事業について、その概況を説明いたしますが、こちらでは BtoB

の成長が継続していることと、LOHACO が 3Q 期間で黒字を達成したことがポイントになりま

す。 
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スライド 8 ページ、BtoB の 3Q 累計の業績になります。 

売上高は、来期以降の利益成長に向けて、今期最大のミッションとして取り組んでいる「成長カー

ブを変える」を実現しております。 

営業利益は、成長コストの投下による固定費の増加を主要因として減益となっておりますが、計画

を上回る進捗となっております。 

来期以降は、いよいよ売上成長を利益成長につなげてまいりたいと考えております。 

 

スライド 9 ページ、BtoC の 3Q 累計の業績になります。 

売上高は、海外需要の減少とキャンペーン変更の影響により減収となっておりますが、営業利益

は、繰り返しにはなりますが、3Q 期間で黒字を達成しており、引き続き通期の黒字化を目指すと

ともに、今後は BtoB とのシナジーを最大化させて、黒字を維持しつつ、健全な成長を目指してま

いります。 
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スライド 10 ページ、ロジスティクス事業・その他の 3Q 累計の業績になります。 

売上高は、新規のお客様の稼働により増収を確保しております。 

営業利益は、一時的な生産性悪化の影響を受けておりますが、来期に向けてはその改善に努めてま

いります。 
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スライド 11 ページです。 

2 月 28 日に歯科材料・歯科用品の EC サイト「FEED デンタル」を運営するフィード株式会社を子

会社化いたしました。 

歯科材料・歯科用品市場は EC 化率が低く、今後の成長が期待され、当社が中期経営計画で掲げる

オフィス通販からのトランスフォーメーションに向けて注力する 2 大戦略業種の一つも「医療・介

護」としております。 

フィードは、海外商品を含めたコストパフォーマンスの高い専門商材の幅広い品揃えを強みとして

おり、当社グループに加わることで、両社が持つお客様基盤の相互活用による販路拡大や共同仕入

れなど、両社のシナジーを追求してまいります。 

なお、財務インパクトについて、BS は今期末から、PL は来期からの連結を予定しております。 

 

スライド 12 ページです。 

2023 年 3 月 21 日付で新本部体制をスタートいたします。 

まず、従来の ASKUL 事業本部と LOHACO 事業本部を統合して EC 本部を新設し、EC 事業の資源

配分を最適化させるとともに、両事業のシナジー最大化を図ってまいります。 

また、EC プロダクト本部を新設し、各事業部門の IT フロント機能を集約し、柔軟なプロジェクト

対応体制を構築するとともに、IT 人材の育成強化を図ってまいります。 
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ここから、BtoB の戦略と概況について説明させていただきます。 

スライド 14 ページ、BtoB 単体の稼働日修正後の四半期別売上高伸長率の推移になります。 

2 月度に、昨年の抗原検査キット等、感染対策商品特需の反動減影響がございましたが、2 月度を

含め、3Q 期間を通じて計画を上回って進捗しております。 
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スライド 15 ページ、BtoB 単体の品目別売上高になります。 

生活用品が 118.5%、MRO が 112.8%と伸長し、後ほど説明させていただく、ソロエルアリーナサ

イトのオープン化や売価の見直しが全体の成長を牽引しております。 

 

スライド 16 ページ、BtoB の登録お客様数の推移になります。 

引き続き、登録お客様数は着実に増え、お客様基盤拡大が継続しております。 
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スライド 17 ページ、2022 年 5 月期通期決算発表で説明させていただいた、BtoB の中期経営計画

の成長戦略になります。個別の施策について、この後、説明させていただきます。 

 

スライド 18 ページ、新アスクル Web サイトの進捗になります。 
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来期の上期を予定しているシステムリリースに向けてテストフェーズが順調に進んでおり、全体工

程の 8 割程度まで進捗いたしました。 

また、並行して取り組んでいる現行のアスクルサイトの機能改善・強化については、広告ビジネス

のシステム導入が完了した他、専門商材の検索性向上のための開発も計画どおり進捗しておりま

す。 

 

スライド 19 ページ、品揃え拡大の進捗になります。 

左側の取扱い商品数については、新規に 15 万アイテム超を投入いたしましたが、一方で半導体不

足などの影響で約 100 万アイテムを一時的に販売停止したため、合計では前四半期より 83 万アイ

テム減少し、1,196 万アイテムとなりました。今後も、中期目標の 1,800 万アイテムに向けて新規

アイテムの投入を進めてまいります。 

右側の在庫商品数については、8,700 アイテム増加し、15 万 6,000 アイテムとなり、今期の通期目

標 15 万アイテムを達成いたしました。こちらも、さらなる明日来る商品の拡大を進めてまいりま

す。 
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スライド 20 ページ、オリジナル商品の拡大状況になります。 

前四半期より 200 アイテム増加し、9,300 アイテムとなりました。引き続き、通期 1 万アイテムの

達成に向け、製造業、医療・介護の 2 大業種のお客様向け商品開発を強化してまいります。 

 

スライド 21 ページです。 
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中期経営計画最終年度の二桁成長に向けて、多様な Web 販促活動を行っております。 

左側の取り組みは、マーケティングオートメーションを活用した、新規お客様の稼働促進施策を示

しております。メールやクーポンなどによるフォローを自動化し、お客様のライフタイムバリュー

向上を図ってまいります。 

右側の検索エンジンからの導線強化では、引き続き積極的に広告投資しており、ASKUL サイトに

おける Web 広告経由の 3Q 累計の売上高は、前年同期と比較して 60 億円の増加となり、しっかり

とした成果につながっております。 

また、戦略業種向け商材の認知向上を目的とした、Web 動画広告の表示回数、視聴数とも好調に

推移しております。 

 

スライド 22 ページ、継続的にお示ししている、ソロエルアリーナサイトのオープン化効果になり

ます。 

3Q 期間でも外部流入による売上は引き続き拡大しており、併せて戦略カテゴリー商品の買い回り

拡大、それに伴う注文単価押し上げ効果も継続しております。 
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スライド 23 ページ、BtoB の一箱あたりの売上単価の推移になります。 

3Q 期間では前年同期比 106.2%となり、同期間で 5 億円相当の配送費低減効果となりました。引き

続き、一箱あたりの売上単価向上による利益構造改善を目指してまいります。 

 

スライド 24 ページです。 
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昨年 11 月に稼働した、当社東日本のフラッグシップセンター、ASKUL 東京 DC の紹介動画をリリ

ースいたしました。高密度、高効率のセンターの特徴を説明しております。こちらのリンクからご

覧いただけますので、ぜひご視聴いただければと思います。 

 

続きまして、BtoC の戦略と概況について説明いたします。 

スライド 26 ページ、LOHACO の 2025 年 5 月期までのロードマップになります。 

今期の黒字化達成を通過点として、さらにその先の再成長を目指してまいります。 
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スライド 27 ページです。 

冒頭で申し上げたとおり、LOHACO は 3Q 期間で黒字を達成しております。一箱あたりの売上単

価向上等による、継続的なコスト構造改善が奏功したものと考えております。 

また、今後は 3 月 21 日付の本部統合により、BtoB とのシナジーを最大化させ、商材拡大やオリ

ジナル商品開発、また物流効率・品質向上の取り組みを強化し、黒字を維持しつつ、健全な成長を

目指してまいります。 
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スライド 28 ページ、LOHACO の国内売上高の推移になります。 

昨年秋の Yahoo!ショッピングのキャンペーン変更等の影響が継続しておりますが、今期は引き続

き黒字化を最優先に取り組んでまいります。 

 

スライド 29 ページ、広告フィー収入の推移になります。 
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国内売上高と連動して、3Q 期間の前年同期比は 88.1%となりましたが、引き続きメーカー様との

取り組みは変わらず注力してまいります。 

 

スライド 30 ページ、LOHACO の売上総利益率の推移になります。 

3Q 期間の前年同期差はプラス 0.7 ポイントとなりました。2Q 決算でもお伝えしましたように、収

益構造を大幅に改善したことで、限界利益率は継続的に二桁を超えております。 

一方、キャンペーン変更による売上減をカバーするために、今期の黒字化達成を前提に自社でのポ

イント販促を強化したことで、前四半期比では一時的に低下しております。 
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スライド 31 ページ、LOHACO の一箱あたりの売上単価の推移になります。 

3Q 期間の前年同期比は 117.1%と、大きく改善いたしました。お客様にまとめ買いをご提案する販

促設計や、2Q での配送バー改定が奏功しております。 

 

スライド 32 ページ、LOHACO の変動費比率の推移になります。 
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3Q 期間の前年同期差はマイナス 1.3 ポイントと、大きな改善を実現いたしました。変動費は多く

が物流配送費ですが、先ほどお伝えした配送バー改定や、おトク指定便、置き配の推進等の複数施

策を、スピードを上げて実行したことが奏功したものと考えております。4Q も引き続き改善に取

り組んでまいります。 

 

スライド 33 ページ、Z ホールディングスとのシナジーになります。 

2Q でもお伝えしておりましたが、Yahoo!ショッピング内でのご注文を当日、翌日に出荷する、優

良配送を強化する施策をヤフーと共同で実証実験しております。 

その効果として、3Q 期間では上期と比較して優良配送が占める売上高の割合が 5%上がり、新規

のお客様では優良配送を経験されたお客様のほうが、ご利用リピート率が高い結果となりました。

引き続き当取り組みを継続することで、物流品質の強化を図ってまいります。 
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最後に、ESG トピックスを説明いたします。 

スライド 35 ページ、二つのトピックがございます。 

1 点目、以前から取り組みを進めている LOHACO の「Go Ethical」が「令和 4 年度消費者志向経

営優良事例表彰」において、消費者庁長官表彰を受賞いたしました。Go Ethical は、メーカーと共

創し、さまざまな理由で廃棄処分となっていた、品質に問題のない商品を販売して廃棄を削減する

当社独自の取り組みで、「サイト上で各商品を販売することになった理由や廃棄削減数を表記して

いる点」を評価いただきました。2019 年 11 月の開始以降、2023 年 2 月 20 日時点で 76 万個の廃

棄削減を実現しております。 

2 点目、2022 年 10 月より、商品の環境配慮レベルを当社独自に規格化し、スコアとして EC サイ

ト上に掲載しておりますが、この 3 月からはスコアをアイコンにてビジュアル化いたしました。今

後もお客様のエシカルなお買い物ニーズに対応してまいります。 

私からの説明は以上となります。 

引き続き、今期および中期経営計画の目標達成に向けて全社一丸となって邁進してまいります。 

［了］ 

______________ 

脚注 
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1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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